
国
内
環
境
政
策

　
環
境
省
は
２
０
１
１
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
産
業

静
脈
産
業

の
海
外
展
開
支
援
を
進
め
る
。
一
方
、
国
内
の
環
境
対
策
で
は
今
年

６
月
に
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
。
工
場
な
ど
を
対
象
に

地
下
水
汚
染
の
未
然
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
気
環
境
分
野
で

は
二
酸
化
窒
素

Ｎ
Ｏ
２

と
浮
遊
粒
子
状
物
質

Ｓ
Ｐ
Ｍ

の
対
策
継
続
に
向
け

て
総
量
削
減
基
本
方
針
を
見
直
し
た
。

環境省　 年度静脈産業の海外展開促進のための実現可能性調査等
支援事業の採択案件
主提案者 主な共同提案者 内　　容

イー・アンド・イー
ソリューションズ

ＤＯＷＡエコシス
テム

タイ・バンコク周辺発生廃棄物の集中中
間処理設備プロジェクト

ＥＪビジネス・パー
トナーズ

エイト日本技術開
発

フィリピン・イサベラ州での固形廃棄物
の広域収集・エネルギー回収・衛生埋め
立て事業

市川環境エンジニア
リング

日本環境コンサル
タント

ベトナムでの再生燃料製造販売事業、再
生燃料製造システム販売事業

ＮＴＴデータ経営研
究所

エコマテリアル、
北九州市、山九

中国・天津での廃プラスチックのマテリ
アルリサイクル事業

ＪＦＥエンジニアリ
ング

住友商事、佐野環
境都市計画事務所

マレーシア・クアラルンプールでの都市
ゴミによる再生可能エネルギー発電プラ
ント建設・運営事業およびリサイクル社
会形成に向けての提言

日本環境設計 　 インド・グジャラート州での携帯電話を
中心とする小型家電などリサイクル事業

三井金属 　 香港での電子スクラップからの銅・貴金
属リサイクル前処理事業

廃棄物処理・リサイクル世界に展開
重
点
事
業
ス
タ
ー
ト
環
境
省

静
脈
産
業
の
進
出
支
援

地
下
水
の
汚
染
防
止

パ
ッ
ケ
ー
ジ
輸
出
で
活
性
化 企業に現地調査費用交流組織を来月発足

国
内
、
将
来
に
向
け
法
改
正

事前届け出や点検を厳密化有害物質の使用・貯蔵

車の排ガス対策ＮＯ２とＳＰＭ新方針で目標策定

　　 ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
地
下
水
汚
染
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
水
質

汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
国
会
で
可
決
、

成
立
し

年
６
月

日
に
公

布
さ
れ
た
。

　
法
改
正
は
工
場
な
ど
で
稼

働
す
る
設
備
の
劣
化
や
誤
っ

た
作
業
方
法
で
有
害
物
質
が

漏
れ
、
地
下
水
が
汚
染
さ
れ

る
の
を
未
然
に
防
ぐ
の
が
狙

い
。
有
害
物
質
を
使
用
す
る

施
設
や
貯
蔵
施
設
の
設
置
者

に
都
道
府
県
へ
の
事
前
の
届

け
出
と
定
期
点
検
の
実
施
、

点
検
結
果
の
記
録
と
保
存
を

義
務
付
け
た
。

　
地
下
水
汚
染
を
防
ぐ
た
め

の
基
準
を
環
境
省
が
制
定
。

同
基
準
を
順
守
し
て
い
な
い

施
設
に
対
し
て
都
道
府
県
が

改
善
命
令
を
下
せ
る
よ
う
に

し
た
。
改
正
法
の
施
行
日
は

公
布
の
日
か
ら
１
年
以
内
と

し
て
い
る
。

　
地
下
水
は
都
市
用
水
の
約

％
を
占
め
る
重
要
な
淡
水

資
源
。
し
か
し
ト
リ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

の
漏
え
い
に
よ
る
地
下
水
汚

染
事
例
が
毎
年
確
認
さ
れ
、

住
民
が
使
う
井
戸
水
か
ら
汚

染
が
検
出
さ
れ
た
例
も
出
て

き
た
。
こ
う
し
た
汚
染
は
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
工
場
な
ど

に
お
け
る
有
害
物
質
使
用
・

貯
蔵
設
備
の
老
朽
化
や
、
従

業
員
の
作
業
ミ
ス
に
よ
る
漏

え
い
が
原
因
と
さ
れ
て
い

る
。
地
下
水
は
移
動
経
路
が

複
雑
な
た
め
汚
染
の
原
因
者

を
特
定
す
る
の
が
困
難
で
、

一
度
汚
染
さ
れ
る
と
回
復
が

難
し
い
。
そ
の
た
め
法
改
正

に
よ
り
汚
染
の
未
然
防
止
策

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
。

　
政
府
は

年
３
月

日
に

「
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る

窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物

質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総

量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法

自
動
車
Ｎ
Ｏ
Ｘ
・

Ｐ
Ｍ
法

」
に
基
づ
く
総
量

削
減
基
本
方
針
の
変
更
を
閣

議
決
定
し
た
。

　
新
方
針
は

年
度
ま
で
に

対
策
地
域
全
体
で
Ｎ
Ｏ
２
と

Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
大
気
環
境
基
準
を

確
保
す
る
と
の
総
量
削
減
目

標
を
設
定
。

　
特
に
大
気
汚
染
状
況
を
自

動
測
定
機
な
ど
で
常
時
監
視

す
る
測
定
局
で
は
、

年
度

ま
で
に
環
境
基
準
を
達
成
す

る
よ
う
に
最
善
を
尽
く
す
と

し
た
。

　
旧
方
針
は

年
度
ま
で
に

Ｎ
Ｏ
２
と
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
環
境
基

準
を
お
お
む
ね
達
成
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
た
。

　
測
定
局
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
物
質
の
環
境
基
準
達
成
率

は
こ
こ
数
年
継
続
し
て

％

を
上
回
っ
て
お
り
、
環
境
省

は
「
旧
目
標
は
実
現
で
き

た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
Ｎ
Ｏ
２
は
大
都

市
圏
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
測

定
局
を
中
心
に
環
境
基
準
を

達
成
し
て
い
な
い
測
定
局
が

存
在
。
Ｓ
Ｐ
Ｍ
も
年
度
に
よ

っ
て
達
成
状
況
が
変
動
し
て

お
り
、
両
物
質
と
も
環
境
基

準
を
継
続
的
・
安
定
的
に
達

成
す
る
た
め
に
は
、

年
度

以
降
も
目
標
を
設
定
し
対
策

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と

結
論
付
け
た
。

　
新
方
針
の
目
標
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
汚
染
の
広
が
り

も
考
慮
。
対
策
地
域
全
体
で

の
環
境
基
準
達
成
を
念
頭
に

入
れ
た
目
標
内
容
と
し
た
。

　
環
境
省
に
よ
る
国
内
静
脈

産
業
の
海
外
展
開
支
援
事
業

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
日
本
の
優
れ
た
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
験
を
用
い

て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る

途
上
国
の
廃
棄
物
問
題
の
解

決
に
貢
献
。
処
理
装
置
や
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
輸
出

を
通
じ
、
国
内
経
済
の
活
性

化
に
も
つ
な
げ
る
取
り
組
み

だ
。

　
世
界
全
体
の
廃
棄
物
発
生

量
は
、
途
上
国
の
経
済
成
長

を
背
景
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
る
。
廃
棄
物
工
学
研
究
所

東
京
都
港
区

は
、

年

の
全
世
界
の
廃
棄
物
量
は

年
比
２
・
１
倍
の
２
２
３
億

に
増
え
る
と
試
算
す
る
。

　
途
上
国
に
お
い
て
も
環
境

保
全
と
経
済
成
長
の
両
立
が

求
め
ら
れ
る
中
、
日
本
の
廃

棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
に
か
か
る
期
待
は
大
き

い
。
技
術
を
保
有
す
る
企
業

に
と
っ
て
も
海
外
展
開
は
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

な
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
同
省
は

年
度
の
重
点

施
策
の
一
つ
に
国
内
静
脈
産

業
の
海
外
展
開
支
援
事
業
を

盛
り
込
ん
だ
。
ま
ず
実
施
し

た
の
が
、
海
外
展
開
を
計
画

す
る
企
業
に
対
す
る
調
査
費

用
の
支
援
。
具
体
的
に
は
対

象
地
域
の
現
状
把
握
や
廃
棄

物
の
性
状
分
析
、
採
算
性
の

評
価
な
ど
海
外
展
開
に
備
え

た
実
現
可
能
性
調
査
の
費
用

と
、
現
地
の
関
係
者
を
交
え

た
意
見
交
換
会

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

の
開
催
費
用
を
同

省
が
支
援
す
る
も
の
で
、
５

月
末
に
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

７
件
を
選
定
し
た
。

　
７
件
の
う
ち
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

東
京
都

千
代
田
区

や
住
友
商
事
な

ど
が
参
加
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
首
都
圏
で
都

市
ゴ
ミ
を
活
用
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を

計
画
。
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス

テ
ム

同

な
ど
が
参
加
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
イ

の
バ
ン
コ
ク
周
辺
で
発
生
す

る
廃
棄
物
の
集
中
中
間
処
理

設
備
事
業
に
取
り
組
む
。
三

井
金
属
は
電
子
ス
ク
ラ
ッ
プ

か
ら
の
銅
・
貴
金
属
リ
サ
イ

ク
ル
の
前
処
理
事
業
を
香
港

で
展
開
す
る
計
画
だ
。

　
調
査
費
支
援
事
業
に
続
い

て
同
省
が
取
り
組
む
の
が
、

静
脈
産
業
に
関
係
す
る
企
業

や
自
治
体
、
関
係
団
体
、
有

識
者
ら
が
参
加
す
る
情
報
交

換
の
場
の
創
成
。
「
静
脈
産

業
海
外
展
開
促
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
と
命
名
し
、
８
月
３
日

に
東
京
都
内
で
設
立
総
会
を

開
く
。

　
具
体
的
に
は
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
員
と
し
て
廃
棄
物
処
理
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
や
処
理

装
置
メ
ー
カ
ー
、
商
社
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど

の
参
加
を
想
定
。
海
外
展
開

の
優
良
事
例
や
課
題
の
共
有

を
通
じ
て
事
業
の
促
進
を
目

指
す
。

　
こ
う
し
た
産
学
官
連
携
組

織
設
立
の
背
景
に
は
、
各
社

・
団
体
が
持
ち
寄
っ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
情
報
を
組
み

合
わ
せ
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
た
形
で
の
輸
出
に
つ
な
げ

る
狙
い
も
あ
る
。
仮
に
技
術

の
輸
出
に
成
功
し
て
も
、
現

地
の
国
や
自
治
体
に
廃
棄
物

を
回
収
・
処
理
す
る
制
度
が

存
在
せ
ず
、
担
当
す
る
人
材

も
い
な
い
状
況
で
は
せ
っ
か

く
の
技
術
も
生
か
さ
れ
な

い
。

　

年
版
の
環
境
・
循
環
型

社
会
・
生
物
多
様
性
白
書

も
、
静
脈
産
業
の
海
外
展
開

に
つ
い
て
「
技
術
だ
け
で
な

く
技
術
を
生
か
す
シ
ス
テ

ム
、
人
材
育
成
、
法
制
度
や

諸
計
画
の
整
備
な
ど
廃
棄
物

処
理
シ
ス
テ
ム
の
総
合
的
な

導
入
を
図
る
こ
と
が
大
切
」

と
指
摘
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
輸
出

の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
施

策
に
関
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

同
省
が
中
心
と
な
り

年
に

設
立
し
た
「
ア
ジ
ア
３
Ｒ
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
輸
出
を
見
据
え
た
戦

略
の
一
環
。
高
度
経
済
成
長

期
以
降
の
廃
棄
物
問
題
を
克

服
し
て
き
た
日
本
の
経
験
を

伝
え
、
各
国
の
３
Ｒ

廃
棄

物
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、

再
資
源
化

戦
略
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
る
。

　
今
回
、
日
本
国
内
に
も
産

学
官
連
携
組
織
が
誕
生
す
る

こ
と
で
、
海
外
と
の
情
報
交

換
の
パ
イ
プ
が
一
層
強
化
さ

れ
、
静
脈
産
業
の
海
外
展
開

に
弾
み
が
付
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。


